
 

 

農泊ビジネスセミナー 

令和元年度 千葉県都市農山漁村交流活性化事業（農林水産省 農山漁村振興交付金） 

農林漁家・農山漁村を元気にする 

■お申し込み方法・・・オンライン申し込み（右のコードを読み込んでください→） 

または、電話・メール・ＦＡＸ …裏面に FAX 用の申込用紙があります。 

■お問い合わせ・お申し込み窓口：（事務局）NPO 法人千葉自然学校 

TEL 043-227-7103【平日 9:00～18:00】 / FAX 043-202-7237 / ﾒｰﾙ info@chiba-ns.net 

15:45～16:45 農泊ビジネス交流会 
セミナー終了後、同会場で開催。参加費は無料です。こちらもぜひご参加ください。 

県内の若手の農泊ビジネス経営者によるショートプレゼンタイムを予定しています。プレゼンを

ご希望の方は事務局まで！（農家民宿「Farm & stay YAOYA」オーナー坂尾英彦さん決定！） 

コーディネーター：大江靖雄氏（千葉大学大学院教授） 

千葉大学大学院園芸学研究科教授。専門は農村経済学。２１世紀における農業や農村資源の新たな可能

性と役割を研究するため、農業の多面的機能の役割や農村ツーリズムなど農業と農村経済の多角化の条

件について、国内とイタリア農村の比較研究を続けている。本事業アドバイザー。 

 

県内でも大きく動き始めている「農泊」。新しい旅のスタイルとして全国に広がっています。 

何事もはじめが肝心。今回は、(株)百戦錬磨から、農泊関連セミナー講師の実績豊富な講師に招き、持続できる 

ビジネスとして農泊に取り組むための基本を学ぶセミナーを開催します！ 

日 時：令和２年２月１８日(火) 13:00～15:30 
会 場：千葉県教育会館 本館 303 号室 

対 象：農泊に取り組み始めた方、これから取り組みたいと考えている方 

内 容： ・事業計画と予算計画 

・マーケティングの４Ｐ と マーケティングの基本「ＳＴＰ分析」 

・農泊予約サイトの活用事例紹介 

参加費無料 
（定員 150 名） 

お申込は 2/13 まで 

主催 千葉県 ／ 企画運営 NPO 法人千葉自然学校 

 

 

マーケティングの４Ｐは、適切なマーケティングを考えるための要素 Product（商品）・Price（価格）・

Promotion（販売促進）・Place（流通）のこと。 

ＳＴＰは、マーケティングの基礎となる「誰にどのような価値を届けるのか」を考えるための必須ツールです。 

「農泊をビジネスにするマーケティングの考え方」 
講師：大野彰則氏（(株)百戦錬磨 農泊事業部長）  

＆農泊ビジネス交流会 

お申し込みは 

こちらから↓ 



 

 

農泊ビジネスセミナー＆農泊ビジネス交流会 

大野彰則氏（(株)百戦錬磨 農泊事業部長） 

農泊地域づくり、地域資源・食を活かした農泊商品造成、ネット集客販売、経営体制整備等のト

ータルコーディネート、コンサルティングに従事。地方のユニークな体験型宿泊施設に特化した

予約サイト「STAY JAPAN」の管理に携わる。現職は株式会社百戦錬磨 農泊事業部長、一般社団

法人日本ファームステイ協会 事務局長、農林水産省登録 6 次産業化中央プランナー。 

 

経歴：携帯電話キャリア会社のサービス開発部門から、楽天トラベル(株)に参画、テレマーケテ

ィング、モバイルなどマルチ媒体、総務、広告運用など担当。2014 年、(株)百戦錬磨に参画。

日本初の農林漁家民宿予約サイト「とまりーな」を推進し、グリーンツーリズム、農泊サービス

開発に従事。その後、農林漁業体験民宿登録実施機関の事務局を担当後、2016 年の特区民泊運

用開始に伴い、制度分析、運用業務設計を手掛け、以降、OTA、民泊、農泊の知見を以て、農泊

を推進する自治体、地域協議会をサポート。第 16 回全国グリーン・ツーリズム・ネットワーク

センター東京大会実行委員会幹事。全国の自治体、農政局、観光協会、および実践者団体等から

のオファーによる農泊関連セミナーの企画コーディネートから講師まで、経験多数。 

セミナー講師 

教
育
会
館 

▼最寄り駅からの交通 

◎徒歩 

ＪＲ千葉駅   ２０分 

ＪＲ本千葉駅  １２分 

京成千葉中央駅 １２分 

◎バス（JR 千葉駅東口） 

２番、３番より乗車 

中央４丁目で下車 

徒歩３分 

「千葉県教育会館 本館 3階」 住所：千葉市中央区中央 4-13-10 会場案内 

セミナー申込フォーム ≪送信先≫千葉自然学校（FAX：043-202-7237） 

お名前  
複数名で 

ご参加の場合 
計      名 

所属 
※個人でもご参加いただけます 

都 道            市 町 

府 県              村 

電話  ＦＡＸ  

メール  

交流会 参加する ・ 参加しない 通信欄  

 


